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小学校における算数ドリルと算数 web教材の活用 
－学校と家庭の学習をつなぐ教材としての活用－ 

 
埴岡 靖司＊１ 

—————————————————————————————————————————————— 
＊１ HANIOKA Yasushi： 山県市立富岡小学校（〒501-2104 山県市東深瀬 30） 

富岡小学校で，「楽しく学ぶ算数・数学」プロジェクトの開発した，小学校用のドリル教材と

ＷＢＴを利用して実践を行った。児童は意欲的に多くの練習問題に取り組み，進んで学ぶ姿を見

ることができるようになってきた。また，学習環境を整えることで，家庭での活用する姿があっ

た。その結果，個の力に合わせて算数を学び，興味･関心が高まることが示された。 

＜キーワード＞ ネットワーク，算数，ＷＢＴ，学校と家庭との連携，小学校

１. はじめに 

「楽しく学ぶ算数・数学」プロジェクトの開発し

た学習プリントやＷＢＴを活用することで，進ん

で算数を学習する姿勢が育つことが報告されてい

る。学校では，児童の進度や興味関心に応じ手学

ぶ教材としても有効である。そこで，本実践では

学校の活用を家庭にもつなげ，学校と家庭をつな

ぐ教材としての可能性を検証しようと考えた。実

践は次の学級で行った。 

実践学級：小学校 5年生 1学級（男子１８名女子

１７名 計３５名） 

指導形態：教員４人の少人数指導。学年を３つの

コース，４つの集団に分けて指導。コー

スは習熟度にあわせて設定。     

２. 研究について 

本研究を通して，次のような児童の姿をめざし

た。 

・時間一杯算数学習に取り組む子 

・自分の興味・関心，力にあわせて学習内容を選

択して学習できる子 

・学校と家庭をつないで学び続ける子 

研究仮説と内容を次に示す。 

＜研究仮説＞ 

学校で自己選択して学ぶ算数学習を行い，学校

と同じ環境で学ぶことができる算数教材を準備す

ることで，算数学習に進んで取り組む児童になる

であろう。 

＜研究内容＞ 

（１）自己選択を採り入れた授業の在り方 

（２）家庭で学ぶ教材提供の在り方 

３. 実践 

（１）学校で学ぶ 

 学校の授業では，「自分で学習内容を選択して学

ぶ姿勢」の育成をめざして次のような方針で実践

を行った。 

・ 授業の始まる前に前時のふり返りで活用 

・ 授業のまとめの問題で活用 

・ 学期の学習の振り返りに活用 
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 まず，「授業の始まる前に前時のふり返りで活

用」「授業のまとめの問題で活用」については，教

室での活用となった。授業開始前の学習について

は，主に教師がプリントを選択して与えた。また，

授業のまとめの場面においては，主に児童がプリ

ントを選択して学習を進めた（図１）。 

 

図１ 学習の入り口となるページを準備 

また，「学期の学習の振り返りに活用」について

は，コンピュータ室での活用となった。学期末に

算数の授業を振り返る時間を１時間設けた。１学

期間の算数学習を振り返ることができるように

「単元配列表」を作成した。それを活用して「学習

の見通し」をもって取り組むことができるように

した。「学習の見通し」とは，学習を進める順序を

明らかにすることと考え，プリントに学ぶ順序を

明記した。 

この実践で次のような児童の姿が見られた。 

・授業前に活用することで，授業への緊張感がも

て，スムースに授業に取り組んだ。 

・授業のまとめで活用することで，授業の学習内

容を振り返りプリントを選択することから，学

習内容を意識して取り組んだ。 

・学期末に学習を振り返る時間を設けたので，長

期休みに学ぶ内容が明確になった。 

・自己選択して学ぶ場を設けることで，意欲的に

学習に取り組むことができた。 

（２）家庭で学ぶ 

学校で学んだことを生かして家庭で学ぶことが

できる環境を整えた。 

・ＷＢＴの使用方法とＩＤ，ＰＷを配布した。 

・「楽しく学ぶ算数」のテキストを配布した。 

・ＷＢＴへの入り口となる Web ページを準備し

た。 

・教材プリントのＣＤを作成して貸し出した。 

７月，テキストと共にＩＤ，ＰＷを記載した用

紙を配布した（図２）。その用紙はテキストに貼り

付けるようにした。学期末の振り返り指導の時間

にＷＢＴ，テキストの使い方を説明した。そして，

アドレスを明記するとともに，ＷＢＴへの入り口

となるWebページ（図３）を準備し，算数教材の

入口をわかるようにした。 
楽しく学ぼう　算数力だめし
http://210.172.205.77/usr/user_login.php

＊テキストも準備してありますので、活用しましょう。

名前 川崎　古都乃
ＩＤ 04050212
ＰＷ 050212

夏休み学習お助けページ
http://www.ha.shotoku.ac.jp/school/kawashima/2004/index.htm

活動写真のページのＰＷは、「tes52」です。
「楽しく学ぼう　算数力だめし」のページもここからはいることができます。  
図２ ＩＤ，ＰＷ配付用紙 

 
図３ 夏休み用Ｗｅｂページ 

しかし，多くの児童は家庭でそんなに活用する

ことがなかった。それは，インターネットに接続

しての家庭でのコンピュータ利用が進んでいな

かったこと，プリントとテキストだけで学習計画
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算数の学習は楽しかったですか
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を立てられる児童が多くなかったことが原因と考

えた。そこで，冬休みは学習プリントと実践計画

を入れ込んだＣＤを作成して貸し出した。このＣ

Ｄには，ＷＢＴへのリンク，学習プリント，学習

計画表を準備した（図４）。 

 

 
図４ 冬休み用Ｗｅｂ教材 

その結果，ＣＤを貸し出した多くの児童が学習

プリントを活用して学習を行ってきた。この実践

で次のような児童の姿が見られた。 

・インターネット上に学習プリントがあることが

わかり，家庭でも利用が始まってきた。 

・自主学習の幅が広がり，家庭でもプリントを印

刷して学習に取り組むようになった。 

・家庭で学習するプリントを学校で印刷して持ち

帰り，取り組んでくるようになった。 

（３）長期休みの補習での活用 

夏休みに数人の児童が朝学習を希望したので，

その指導に活用した。算数を苦手と感じていた児

童が，低学年の問題から復習して学習に取り組ん

だ。普段は仲間の目があり，なかなか低学年の問

題には取り組めない。しかし，少ない人数である

ことと，学びたいという意欲があった事で，今わ

からない問題の領域に，下学年の問題から取り組

んだ。順に振り返ることで，５年生の問題がスムー

スに解けるようになった。これは，テキストが領

域ごとに並んでおり，下学年との関連がわかりや

すかったことが大きく影響している。 

この実践では次のような児童の姿が見られた。 

・算数を苦手に感じていた児童が，できる喜びを

知り，進んで算数学習に取り組んだ。 

・「今日は，この勉強からする。」と自分で学ぶ場

所を決めて学習に取り組むようになった。 

・「先生，今の勉強が終わったら，今までやったと

ころの確かめ問題やる。」と進んで学ぶ姿があっ

た。 

・普段の算数学習にも進んで発言する姿が見られ

た。 

４．考察 

「楽しく学ぶ算数」の学習プリント，ＷＢＴへの

意識調査を行った。（平成１６年１２月１７日 

５年生 ３５人） 

（１）算数に対する児童の意識について  

 「算数の学習は楽しかったですか。」という問い

に対し，「とても楽しかった」（７７％），「まあま

図５ 楽しかったか 
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算数のページを使うと，学習がよく理解ができると思いますか。
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算数のページを冬休みに使いたいと思いますか。
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あ楽かった」（２０％），「楽かった」（３％）で

あった（図５）。これらの結果から，「算数の学習

が楽しい」と感じている児童は，１００％であっ

た。算数の学習に対して，日々楽しく取り組んで

いることが分かる。 

（２）学習教材に対する児童の意識について 

学習プリントやＷＢＴへの意識についても質問

紙法による調査を行った。質問内容は次の４点で

ある。①２学期の算数の学習を振り返るのに，算

数のページは良いと思いますか。②算数のページ

を使うと，学習がよく理解ができると思いますか。

③算数のページは，家で学習するのに良いと思い

ますか。④算数のページを冬休みに使いたいと思

いますか。 

学習理解に対する問い「２学期の算数の学習を

振り返るのに算数のページは良いと思いますか。」

「算数のページを使うと，学習がよく理解ができる

と思いますか。」については，「とてもよい」「まあ

まあよい」の２つの選択肢で１００％になる（図

６）。児童はこの学習教材が算数の理解を深めるの

に有効であると考えていることを示している。 

 

    

また，学習意欲に対する問い「算数のページ

は，家で学習するのに良いと思いますか。」 

「算数のページを冬休みに使いたいと思います

か。」についても，「とてもよい」「まあまあよ

い」の２つの選択肢で１００％になる（図７）。

このことから，児童は学習教材が算数への学習

意欲を高めるのに有効であると考えていること

を示している。 

 
 
 
 
 
 

 
 
この結果から，学習プリントとＷＢＴは児童の

学校と家庭での学習意欲を高めたと考えられる。 

５．おわりに 

実践から，学習プリントやＷＢＴが使える環境

をつくることで，家庭でも学ぶ児童が増えてくる

ことが明らかになった。本校では，今まで積極的

にインターネットから教材を活用するということ

に慣れていないため，家庭でインターネットに接

続して学習するよさが広がっていなかったようで

ある。これは，学習教材のＣＤを作成して配るこ

とで，プリント教材活用が進んだことが物語って

いる。インターネットを利用した学習が進まな

かった別の要因に，校区内のインフラの未整備も

ある。ブロードバンド環境にはなっていない家庭

も多い。そのことで，家庭でインターネットにつ

ないで学習する妨げにもなっている。今後ブロー

ドバンド環境が改善されることで，ＷＢＴの活用

も進むと考えられる。また，学校は絶えず学ぶ場

として機能するように，コンピュータ室の解放や

コンピュータに対する相談の窓口になることで，

学校と家庭をつなぐ教材としてＷＢＴや学習プリ

ントが大きな役割を担うと考えられる。 

図６ 振り返りに役立ったか 

図７ 意欲が高まったか 


